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全
国
の
大
学
生
た
ち
が
参
加
し
た
公
開
実
習
が
大
盛
況
!

潮
来
市
の
誇
れ
る
自
然

第
81
回

　
北
浦
湖
畔
（
潮
来
市
大
生
）
に
あ
る
茨
城

大
水
圏
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
大
学
生
た
ち
が
湖
の
環
境
問
題
に
つ
い

て
体
験
的
に
学
べ
る
施
設
と
し
て
文
部
科
学

省
に
認
定
さ
れ
て
い
る
東
日
本
唯
一
の
臨
湖

実
験
所
で
す
。
夏
休
み
中
は
毎
日
の
よ
う
に

湖
で
の
実
習
が
あ
り
、
全
国
か
ら
意
欲
的
な

学
生
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
８
月
22
～
26
日
の
公
開
実
習

「
巨
大
湖
の
生
態
系
と
環
境
問
題
―
霞
ヶ
浦

で
の
調
査
・
実
験
か
ら
理
解
す
る
」
に
は
、

東
洋
大
、
筑
波
大
、
東
京
理
科
大
、
神
戸

大
、
東
京
海
洋
大
、
桜
美
林
大
、
京
都
工
芸

繊
維
大
の
学
生
た
ち
17
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
実
習
で
は
、
船
で
の
水
質
や
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
、
底
生
動
物
の
調
査
、
岸
近
く
で

の
魚
類
調
査
の
あ
と
、
研
究
室
で
の
顕
微
鏡

観
察
、
排
水
処
理
（
活
性
汚
泥
法
）
の
実
験

を
体
験
。
さ
ら
に
は
霞
ヶ
浦
が
海
で
あ
っ
た

数
万
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の
環
境
変
遷
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

９
月
21
～
23
日
の
公
開
臨
湖
実
習
「
追

跡
！
巨
大
ナ
マ
ズ 

―
湖
沼
の
外
来
生
物
問

題
の
最
前
線
―
」
に
は
、
東
京
大
、
東
洋

大
、
東
京
海
洋
大
、
お
茶
の
水
女
子
大
、
埼

玉
大
、
富
山
大
、
京
都
大
、
奈
良
教
育
大
、

九
州
大
、
長
崎
大
、
鹿
児
島
大
の
14
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
実
習
の
教
材
は
、
北
ア

メ
リ
カ
原
産
の
外
来
ナ
マ
ズ
（
チ
ャ
ネ
ル

キ
ャ
ッ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
で
す
。
在
来
種
の

生
息
状
況
調
査
を
行
い
、
捕
獲
調
査
や
食
性

調
査
を
通
し
て
外
来
ナ
マ
ズ
の
脅
威
を
体
感

し
た
あ
と
、
班
別
対
抗
の
駆
除
試
験
で
競
い

合
い
、
最
後
に
外
来
ナ
マ
ズ
対
策
に
つ
い
て

も
議
論
し
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
実
習
で
も
、
最
終
日
の
成
果
発

表
会
で
は
、
湖
の
環
境
や
生
態
系
の
持
続
的

な
利
用
に
つ
い
て
の
議
論
が
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
地
域
の
魅
力
を
体
感
し
て
も

ら
う
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
地
域
の

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
夏
も
無
事

に
実
習
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。
ご
支
援
い
た

だ
い
た
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

茨
城
大
学
地
球
・
地
域
環
境
共
創
機
構
水
圏

環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
金
子 

誠
也
・
加
納 

光
樹魚類調査中

投網体験

班別対抗駆除試験の
スコアボード

甕み
か

森も
り

神
社
の
由
来
並
び
に
風
習
に
つ
い
て

潮
来
市
の
誇
れ
る
文
化

第
142
回

　
甕
森
神
社
は
、
茨
城
県
緑
地
環
境
保
全
指

定
地
域
内
に
あ
り
、
常
緑
広
葉
樹
の
群
落
に

イ
チ
ョ
ウ
、
ヒ
ノ
キ
、
榊

さ
か
き

等
が
群
生
し
て
お

り
、
自
然
環
境
豊
か
な
大
生
原
台
地
に
建
立

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
由
緒
に
よ
る
と
、
そ
の
昔
、
東と

う

夷い

征せ
い

伐ば
つ

の

砌み
ぎ
り

、
軍
隊
の
露
営
の
地
と
し
て
重
き
を
な

し
、
甕
森
の
地
名
の
由
来
に
な
っ
た
と
も
謂

わ
れ
ま
す
。

　

祭さ
い

神じ
ん

武た
け

波は

槌づ
ち

の
大
神
は
食
産
の
道
を
広

め
、
そ
の
遺
徳
を
偲
び
村
人
達
は
、
十
二
月

一
日
に
裸
足
で
参
拝
す
る
風
習
が
あ
り
、
祭

事
に
も
そ
の
型
を
と
ど
め
て
お
り
、
特
筆
さ

れ
る
も
の
と
あ
り
ま
す
。

　
台
地
へ
の
坂
を
登
る
と
、
釜
谷
の
集
落
が

一
望
で
き
る
甕
森
神
社
の
境
内
か
ら
も
、
散

在
す
る
集
落
の
一
部
が
展
望
さ
れ
、
朝
夕
に

白
く
光
る
北
浦
湖
の
大
古
の
神
秘
に
ふ
れ
な

が
ら
、
又
、
あ
る
時
は
小
鳥
の
囀さ

え
ず
る
大
生
野

が
原
の
平
地
林
に
点
在
す
る
幾
多
の
古
墳
を

仰
ぎ
見
る
時
、
御
祭
神
武
波
槌
の
大
神
の
御み

代よ

に
我
等
先
人
等
の
足
跡
を
深
く
思
い
浮
か

べ
、
脈
々
と
流
れ
る
興
村
の
心
が
現
在
ま
で

継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
愛
郷
の
念
を
抱
き

な
が
ら
、
美
し
き
郷
里
に
住
め
る
事
を
深
く

誇
り
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
集
落
総
会
の
席
上
に
お
い

て
、
甕
森
神
社
の
拝
殿
改
新
築
が
提
案
さ
れ

快
く
議
決
さ
れ
氏
子
一
同
、
有
志
一
同
の
深

い
ご
理
解
と
と
も
に
皆
様
の
寄
付
金
を
以
っ

て
完
成
さ
れ
、
更
に
本
殿
の
一
部
改
修
も
審

議
さ
れ
る
や
、
異
議
な
く
同
意
さ
れ
付
随
す

る
二
社
の
宮
社
も
新
築
さ
れ
、
平
成
の
大
事

業
と
し
て
雄
々
し
く
も
美
し
く
平
成
十
八
年

十
二
月
十
六
日
に
改
装
さ
れ
甕
森
神
社
が
完

成
さ
れ
ま
し
た
。

　
更
に
は
、
松
喰
虫
の
被
害
に
よ
り
御
神
木

が
消
失
し
、
久
し
く
心
寂
し
い
と
氏
子
一
同

の
発
案
か
ら
、
同
跡
地
に
自
生
す
る
幼
い
二

本
の
榊
の
木
を
、「
夫
婦
榊
」
と
称
し
て
、

末
永
く
心
の
拠
り
処
と
し
て
慈
し
み
育
て
る

事
に
決
定
致
し
ま
し
た
。

　
か
か
る
宮
社
の
建
築
に
心
置
き
な
く
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
す

る
と
共
に
、
ご
芳
名
を
後
世
に
永
く
伝
え
る

た
め
に
平
成
十
九
年
三
月
吉
日
に
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
重
要
な
財
産
で
あ
る
甕
森
神
社
を
氏

子
一
同
に
よ
り
伝
承
す
る
と
共
に
、
集
落
を
一

望
出
来
る
甕
森
神
社
周
辺
の
自
然
環
境
の
保

全
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
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